




















































































































表１　そよ風の概要（2018 ＜平成 30 ＞年 9 月現在）
開 設 日 2017 （ 平成 29 ）年 ４ 月１日




いたが， 現在のところ， 八戸市内の幅広い地域の住民から利用されている． 
また，人数は多くないが，市外から通う利用者もみられるようになっている．）
参加者数 / １日 その日によるが， 多いときで １ 日 50 名程度である．
プログラム
プログラム I （毎月 ５ 日） 
プログラムⅡ （毎月 10 日） 
プログラムⅢ （毎月 15 日） 
プログラムⅣ （毎月 20 日） 






利 用 料 無料
従 事 者 主に従事する事業所を別に有する白銀会の職員
経 緯
　白銀会では， 1980 年代後半より， 地域に密着した保育や高齢者福
祉に関する事業が展開されている．また， 2011 （平成 23) 年の東日
本大震災後には，法人職員が一体となった住民支援が実施されるな
ど， 地域に根ざした福祉実践が続けられている．






が行われた後， 中軸とするプログラム等が決定した． そして， 2017




























































SPSS Statistics24.0 及び KH Coder 35）を使用した．
Ⅳ．倫理的配慮
　本研究における調査は，八戸学院大学研究倫理





































































未満」（約２割５分），「10 年以上 15 年未満」（２
割），「15 年以上 20 年未満」（約１割）などが続
いた．白銀会での合計勤務年数については，「５
年未満」と「10 年以上 15 年未満」が約３割ずつ
存在し，６割近くを占めた．それ以外では，割合
の多い順に「５年以上 10 年未満」（２割），「15
年以上 20 年未満」（約１割５分），「20 年以上」（約
１割）となった．介護・福祉業界での合計勤務年
数については，「10 年以上 15 年未満」が３割を
やや上回り最も多かった．それに「５年以上 10








性別 女性 19 (76.0)
男性 6 (24.0)
年代 10 代 0 (0.0)
20 代 2 (8.0)
30 代 8 (32.0)
40 代 5 (20.0)
50 代 8 (32.0)
－ 36 －
60 代以上 1 (4.0)
無回答 1 (4.0)
出身地 八戸市内 21 (84.0)
八戸市外 4 (16.0)




所属部署に 一般職員 15 (60.0)
おける職位・ 副主任 3 (12.0)
役職 主任 4 (16.0)
管理者 3 (12.0)





所属部署で 5 年未満 10 (40.0)
の合計勤務 5 年以上 10 年未満 6 (24.0)
年数 10 年以上 15 年未満 5 (20.0)
15 年以上 20 年未満 3 (12.O)
20 年以上 1 (4.0)
白銀会での 5 年未満 7 (28.0)
合計勤務年 5 年以上 10 年未満 5 (20.0)
数 10 年以上 15 年未満 7 (28.0)
15 年以上 20 年未満 4 (16.0)
20 年以上 2 (8.0)
介護・福祉業 5 年未満 3 (12.0)
界での合計 5 年以上 10 年未満 7 (28.0)
勤務年数 10 年以上 15 年未満 8 (32.0)
15 年以上 20 年未満 5 (20.0)
20 年以上 2 (8.0)
転職回数 0 回 3 (12.0)
1~2 回 8 (32.0)
3~4 回 9 (36.0)































従事回数 5 回未満 7 (28.0)
5 回以上 10 回未満 1 (4.0)
10 回以上 30 回未満 10 (40.0)
30 回以上 60 回未満 3 (12.0)
60 回以上 2 (8.0)
無回答 2 (8.0)
プログラ 担当経験なし 3 (12.0)
ムの合計 1 回 8 (32.0)
担当回数 2 回 5 (20.0)
3 回 3 (12.0)
4 回 1 (4.0)
5 回 5 (20.0)
担当経験 プログラムⅠ 11 (44.0)
のあるプ プログラムⅡ 12 (48.0)
ログラム プログラムⅢ 9 (36.0)
プログラムⅣ 11 (44.0)
プログラムⅤ 11 (44.0)
従事のき 所属部署の上司 23 (92.0)
っかけと 所属部署以外の法人職員 1 (4.0)
なった人 その他 1 (4.0)
従事前の 従事したい 7 (28.0)




従事後の 従事したい 11 (44.0)













従事したい 7 0 0 0 0 7
どちらかといえば従事したい 3 4 0 0 0 7
どちらともいえない 1 4 2 1 0 8
どちらかといえば従事したくない 0 2 1 0 0 3
従事したくない 0 0 0 0 0 0
合計 11 10 3 1 0 25
従事に対 負担増 8 (32.0)
する業務 変化なし 17 (68.0)



















































































































































































































































































































順位 語 （頻度） 順位 語 （頻度） 順位 語 （頻度） 順位 語 （頻度）
1 地域 (54) 6 そよ風 (13) 11 自分 (10) 13 分かる (9) 
2 思う (39) 6 利用 (13) 11 増える (10) 17 業務 (8) 
3 場 (31) 8 介護 (11) 13 活動 (9) 17 行う (8) 
4 場所 (22) 8 考える (11) 13 感じる (9) 17 特に (8) 












































































































































































































【文献】                                                                                                                                                                                            
上野佳代・菊池和美・長田久雄（2017）「国内文献にみる高齢者の居場所に関する研究：エイジング・イン・プレイスにむけて」
『老年学雑誌』8, 33-50.






















Human Resource Management and Regional Public Welfare Efforts: A Look at 
Communal Environment Service Employees at Social Welfare Corporations
Tatsuya OYANAGI
　The focus of the present research project is the thinking of employees at social welfare corporations who are 
engaged in providing communal environments as part of regional public welfare efforts. I collected data from 25 
individuals, via face-to-face interviews, with the interviewees directly writing down their responses (a total count 
survey). Our analysis was conducted primarily via a qualitative approach. As a result, we were able to identify a 
number of perceptions regarding the spaces provided via such services. This included the perception that they acted 
as places where local residents could socialize and relax, as places for the carrying out of regional social welfare 
activities, and as places that offer an opportunity to learn new skills that can be put to use when at work. While we 
identified the existence of these kinds of positive perceptions, we also noted that there was a slight concern that this 
work was increasing the burden on staff (and not only with respect to the workloads of the individual respondents 
themselves). With regard to these public welfare efforts, we can identify an important future task for social welfare 
corporations: Managers and leaders will need to adequately sound out the diverse perspectives of employees while 
at the same time working to establish a solid management approach that supports those individual employees 
organizationally.
Key words：social welfare corporation, regional public welfare efforts, communal environment provision services,
 human resource management
－ 47 －
